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1. 平成23年12月期第３四半期の業績（平成23年１月１日～平成23年９月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年12月期第３四半期 15,315 5.4 2,226 △4.9 2,259 △4.4 1,144 △14.7

22年12月期第３四半期 14,530 13.2 2,342 21.6 2,364 21.7 1,341 24.7

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年12月期第３四半期 118 77 ―

22年12月期第３四半期 139 18 ―

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年12月期第３四半期 13,485 9,699 71.9 1,006 54

22年12月期 13,728 9,360 68.2 971 45

(参考) 自己資本 23年12月期第３四半期 9,699百万円 22年12月期 9,360百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年12月期 ― 35 00 ― 45 00 80 00

23年12月期 ― 40 00 ―

23年12月期(予想) 40 00 80 00

3. 平成23年12月期の業績予想（平成23年１月１日～平成23年12月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,257 7.9 3,054 5.4 3,098 5.3 1,585 △4.0 164 49



  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）５ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.６「その他」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年12月期３Ｑ 9,644,554株 22年12月期 9,644,554株

② 期末自己株式数 23年12月期３Ｑ 8,561株 22年12月期 8,524株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年12月期３Ｑ 9,636,009株 22年12月期３Ｑ 9,636,030株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期累計期間（平成23年１月１日～９月30日）における我が国経済は、企業収益や設備投資

など一部に回復基調の動きが見られるものの、厳しい雇用情勢やデフレーション、小麦等の原材料価格

高騰や円高の長期化、そして３月11日に発生した東日本大震災による影響が懸念され、景気の先行きは

依然として不透明な状況が続いております。また個人消費に於きましても低価格や節約志向の継続に加

え、東日本大震災の影響による自粛ムードや不要不急品の買い控えなど、外食産業は引き続き厳しい状

況下にあります。 

当社はこのような状況の下で、サーティワンアイスクリームの永遠の経営モットーであります“We 

make people happy.”「アイスクリームを通じて人々に幸せを。」をスローガンに、消費者の嗜好に対

応した新しく魅力ある商品を提供し、また被災地の皆様に対しましても、笑顔が一日でも早く戻ります

よう、企業の社会的責任を果たすべく様々な取組を通じ、復興支援活動を推進してまいりました。当社

におきましても震災直後は、岩手県・宮城県・福島県・茨城県及び近隣地域で被災した166店舗が休業

を余儀なくされましたが、直ちに営業再開に向け様々な支援活動を実施し、ほぼ全店舗が再開すること

ができました（休業店２店舗、10月25日現在）。 

平成22年度７月、長年の目標でありました“1,000店舗チェーンの仲間入り”を実現し、平成23年度

からファーストフード業界大手ブランドとして新しいステージが始まりました。平成23年度から平成25

年度までの新中期経営計画の名前は“PRIME”といたしました。Primeとは「最初の」「最も重要な」と

いう意味で、これまでに築いた事業基盤に立脚しつつ、これからの10年に向けて確実な成長を持続でき

る事業展開を行っていく上で、『最初の重要な計画』という意味であります。 

PRIMEは次の五つの基本政策から成り立っており、それぞれの頭文字をとっております。 

P Promote store operation            店舗売上高の増加 

R  Reinforce logistics ability        生産・物流能力増強 

I Innovative store development       革新的店舗開発 

M Marketing evolution                マーケティング進化 

E  Enhance H.Q. function              本部機能強化 

 【新中期経営計画の具体的施策】 

（１）Promote store operation ～ 店舗売上高の増加 

  ・全社的な店舗オペレーション向上運動“GOOD”の維持・推進 

  ・新ロゴ店舗デザインへの改装促進（平成25年度末までに約80％の店舗を新デザインに変更） 

（２）Reinforce logistics ability ～ 生産・物流能力増強 

  ・アイスクリーム製造量増に対応すべく第二工場建設 

  ・販売量増に対応すべく全国的物流体制強化と配送品質向上 

（３）Innovative store development ～ 革新的店舗開発 

  ・毎年50店純増させ、平成25年度末に1,200店規模へ拡大 

  ・大型店や異業種とのコラボなど革新的店舗開発の実現 

（４）Marketing evolution ～ マーケティング進化 

  ・新商品開発強化 

  ・フレーバー広告 他、新しいコミュニケーションの実施 

  ・アイスクリームケーキにディズニー・キャラクター採用 

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報
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（５）Enhance H.Q. function ～ 本部機能強化 

  ・店舗と本社をつなぐ情報システム強化 

  ・店舗における品質保証能力の向上 

  ・各種法改正 等への対応 

この五つの施策を確実に実行し、企業の継続的成長を維持するとともに、企業価値の増大に努めてま

いります。 

営業面では、１月は、１月１日より23日間、アイスクリームの詰め合せ商品であるバラエティパック

をお買い上げの方に、“スヌーピー”アイスクリームボウルをプレゼントするプロモーションを実施

し、フレーバーのバラエティさ・楽しさを訴求するとともに、再来店を促進いたしました。 

２月には “ハッピー・バレンタイン”（１月24日～２月14日）として、期間限定のバレンタイン・

ペアカップやハート型ケーキ“ハートオンハート”、バレンタイン仕様のフレッシュストロベリーサン

デーやハッピードール、バレンタインに因んだアイスクリーム４種類（キューピッドハート、ヘーゼル

ナッツチョコレート、ラブストラックチーズケーキ、ラブポーションサーティワン）をフォーカスする

とともに、店頭店内をバレンタイン一色に飾りつけ、消費者の購買意欲を高めました。 

３月の“ひなまつり”（２月15日～３月３日）では、“ひなだんかざり”、“おひなさまカッ

プ” 、“苺おひなさまカップ”や、ひなまつり仕様アイスクリームケーキなどの期間限定商品を強化

し、オケージョン商戦の売上を確保いたしました。 

また３月4日から25日まで、季節に合った苺の美味しさをたっぷり味わえる“フレッシュストロベリ

ーサンデー”フェアを実施し、アイスクリーム専門店にしかできないサーティワンならではのシーズ

ン・サンデーを提供することにより、ブランドの差別化を図りました。 

そして３月26日からは、新しいプロモーション「ワンダフルイースター」（３月26日～４月24日）を

実施し、イースターらしいタマゴをモチーフにしたエッグカップサンデーや持帰り商品のバラエティ

BOX、イースターに因んだアイスクリーム２種類（イースターパーティー、チョコチップクッキード

ー）を期間限定販売いたしました。 

平成21年度より当社の戦略商品として位置付けております「アイスクリームケーキ」の商品力を更に

強化し、購買層を広げるため新たにディズニー・キャラクターを導入し、ミッキー＆ミニー、くまのプ

ーさん、スティッチ、カーズの４種類のディズニー・キャラクター・ケーキを４月下旬より発売いたし

ました。 

ゴールデンウィーク期間中（４月27日～５月８日）はダブルコーン・カップを31％値引きして提供す

るキャンペーンを実施し、期間中はＴＶＣＭで告知いたしました。 

５月９日から５月30日は「ビバレッジ・プロモーション」を実施し、５月９日新発売の“カフェゼリ

ー”を含めたビバレッジ商品をお買い上げのお客様全員に“スヌーピー”ボールペン付シャープペンを

プレゼントいたしました。 

５月14日には全国1,010店舗において２時間、ユニセフの募金をしてくださったお客様全員にレギュ

ラー・シングルコーンを１つプレゼントする社会貢献イベント「フリースクープ」（今年で10年目）を

実施し、全国で約74万人ものお客様にご参加いただきました。お客様よりお預かりした募金と、当社か

らの寄付金を合わせ、39,528千円を（財）日本ユニセフ協会を通じ、「東日本大震災」被災地の方々の

復興支援に役立てていただきました。 

  真夏の最盛期には恒例の強力なキャンペーンとして、今年で９年目となります大好評の「チャレン

ジ・ザ・トリプル」（６月１日～７月18日、ダブルコーン・カップをお買い上げのお客様全員に１スク
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ープをプレゼント）、更に今年６年目となります「真夏の雪だるま大作戦」（７月23日～９月４日、キ

ングサイズのコーン・カップをお買い上げのお客様全員にキッズサイズ１スクープをプレゼント）を実

施し、どちらもＴＶＣＭにより強力にキャンペーン告知をいたしました。 

９月は、シーズン・メニュー“オータムサンデー”（販売期間：９月５日～11月15日）として、「プ

ラリネショコラ」「キャラメルマキアート」「モンブラン」３種類を新登場させ、サーティワンでしか

味わえない魅力的なアイスクリーム・デザートをお客様に提供しております。 

 そして９月の連休に合わせ、ダブルコーン・カップを31％値引きするキャンペーン（９月17日～９月

25日）を実施し、お客様の来店促進を図りました。 

本年度はゴールデンウィークから９月初旬にかけて催している各種キャンペーン（ゴールデンウィー

ク・ダブル31％ＯＦＦ、ビバレッジ・プロモーション、チャレンジ・ザ・トリプル、真夏の雪だるま大

作戦、サーティワンの日等）での対象商品売上の１％を、（財）日本ユニセフ協会・日本赤十字社を通

じ「東日本大震災」復興支援のため寄付いたしました。社会貢献イベント「フリースクープ」による寄

付金を合わせると、当社からの寄付金総額は１億17百万円となります。 

またお客様へも広く支援活動を呼びかけ、全国のサーティワンアイスクリーム店舗で店頭募金を実施

し、「フリースクープ」を合わせ44百万円（９月末集計）の募金が集まりました。当社からの寄付とお

客様からの募金を合わせると、約１億61百万円になります。 

店舗開発の状況といたしましては、一昨年から新しいロゴの看板と店舗デザイン「Hip Hop」を導入

し、店舗イメージ刷新を図っております。新しい店舗は当期50店開設し、当第３四半期末の店舗数は

1,075店舗と前第３四半期末に対して64店舗増加しました。改装は当期69店実施し、既存店へも新しい

店舗デザインの導入促進をいたしました。 

以上の結果、当第３四半期累計期間の売上高は、東日本大震災の発生による店舗の休業等の影響を受

けましたが、４月以降各種プロモーションの実施に伴い既存店売上が順調に回復してきたこと、また店

舗数が前年同期より64店舗増加したことにより、153億15百万円(前年同期比5.4％増)となりました。 

売上原価は、59億96百万円(前年同期比8.1％増)、売上原価率は39.2％（前年同期比1.0ポイント増）

となりました。 

販売費及び一般管理費は、70億91百万円（前年同期比6.8％増）となりました。これは主に、今年新

たに実施したアイスクリーム・フレーバーのＴＶＣＭ放映料とＣＭ制作費増（前年同期比１億25百万円

増）や、新しいプロモーション「イースター」実施（51百万円）などの広告宣伝活動の拡充に伴う広告

宣伝費が増加したこと（前年同期比２億14百万円増）、物量増と３月後半から災害対応のために製品在

庫量を増やしたための配送費及び保管料の増加（前年同期比１億79百万円増）及び、業容の拡大により

人件費が増加したこと（前年同期比68百万円増）によるものであります。 

なお、特別損失には、東日本大震災で発生した店舗設備・製品等の損失（37百万円）、フランチャイ

ジーへの見舞金（52百万円）、ゴールデンウィーク以降のキャンペーン商品売上の１％を被災地復興支

援へ寄付（１億10百万円）、及び「資産除去債務に関する会計基準」の適用に伴う費用（26百万円）な

ど、２億63百万円を計上いたしました。 

この結果、営業利益22億26百万円(前年同期比4.9％減)、経常利益22億59百万円(前年同期比4.4％

減)、四半期純利益11億44百万円(前年同期比14.7％減)となりました。 

なお、当社はアイスクリーム製品の製造及び販売等を行う単一セグメントのため、セグメント情報の

記載を省略しております。 
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当第３四半期末における総資産は前事業年度末に比べ2億42百万円減少の134億85百万円となりまし

た。これは主に、災害対応のための製品及び原材料の増加、新規出店による賃貸店舗設備、敷金及び保

証金の増加、富士小山工場耐震補強工事等による建設仮勘定の増加及び、配当金の支払と法人税等の支

払により現金及び預金が減少したことによるものであります。 

負債は前事業年度末に比べ５億80百万円減少の37億86百万円となりました。これは主にアイスクリー

ムギフト券の発行増による前受金の増加、ショッピングセンター内に出店している店舗の売上金をショ

ッピングセンターを通して当社が一時的に預かることにより発生した預り金の増加、賞与計算の支給対

象期間から発生する賞与引当金の増加、「資産除去債務に関する会計基準」の適用による資産除去債務

の増加、新規出店により支払った敷金及び保証金のうちフランチャイジーより預かった長期預り保証金

の増加及び、買掛金と未払金の支払いによる減少と、法人税等の支払による未払法人税等の減少による

ものであります。 

  純資産は前事業年度末に比べ３億38百万円増加の96億99百万円となりました。これは主に第３四半期

累計期間の四半期純利益が前事業年度の期末配当金の支払額及び当事業年度の中間配当金の支払額を超

えたため、繰越利益剰余金が増加したことによるものであります。 

  

業績予想の修正については、平成23年７月15日公表の「平成23年12月期業績予想の修正に関するお知

らせ」から変更はございませんので、内容はご参照ください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(2) 財政状態に関する定性的情報

(3) 業績予想に関する定性的情報
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①簡便な会計処理 

(一般債権の貸倒見積高の算定方法) 

当第３四半期会計期間末の貸倒実績率等が前事業年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前事業年度末の貸倒見積実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

(たな卸資産の評価方法) 

当第３四半期会計期間末のたな卸高の算定に関しては、実地たな卸を省略し、前事業年度末の実地た

な卸高を基礎とした合理的な方法により算出する方法によっております。 

(退職給付費用の算定方法) 

退職給付費用は、期首に算定した当事業年度に係る退職給付費用を期間按分して算定しております。

②四半期財務諸表作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当事業年度の予想税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月

31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３

月31日）を適用しております。これにより、売上総利益は2,046千円、営業利益及び経常利益は4,639千

円、税引前四半期純利益30,649千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去

債務の変動額は63,093千円であります。 

  

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,052,579 3,912,939

売掛金 2,724,769 2,797,245

製品 727,715 528,830

原材料 312,891 254,757

貯蔵品 160,475 200,305

前渡金 12,859 56,987

前払費用 59,906 82,719

繰延税金資産 122,033 131,589

未収入金 39,650 20,038

その他 50,572 19,689

貸倒引当金 △20,942 △23,873

流動資産合計 7,242,509 7,981,228

固定資産

有形固定資産

建物 1,522,471 1,495,756

減価償却累計額 △1,084,039 △1,057,432

建物（純額） 438,432 438,324

構築物 195,248 195,248

減価償却累計額 △156,273 △154,183

構築物（純額） 38,975 41,065

機械及び装置 1,999,299 2,042,838

減価償却累計額 △1,577,854 △1,578,672

機械及び装置（純額） 421,445 464,166

賃貸店舗用設備 2,827,132 2,612,281

減価償却累計額 △1,471,649 △1,397,189

賃貸店舗用設備(純額) 1,355,482 1,215,091

直営店舗用設備 271,166 188,127

減価償却累計額 △87,864 △60,558

直営店舗用設備(純額) 183,301 127,568

車両運搬具 31,918 18,627

減価償却累計額 △17,914 △16,544

車両運搬具（純額） 14,003 2,083

工具、器具及び備品 652,946 582,697

減価償却累計額 △450,004 △388,598

工具、器具及び備品（純額） 202,942 194,098

土地 226,362 226,362

建設仮勘定 286,365 117,681

有形固定資産合計 3,167,311 2,826,442
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

無形固定資産

ソフトウエア 216,045 216,137

電話加入権 17,065 17,065

無形固定資産合計 233,110 233,203

投資その他の資産

投資有価証券 25,682 25,672

長期貸付金 － 11,205

従業員に対する長期貸付金 12,490 20,000

破産更生債権等 210,283 117,449

長期前払費用 513,723 517,067

繰延税金資産 117,578 116,807

敷金及び保証金 2,050,259 1,943,611

その他 19,685 19,685

貸倒引当金 △106,811 △83,933

投資その他の資産合計 2,842,891 2,687,566

固定資産合計 6,243,313 5,747,212

資産合計 13,485,823 13,728,441

負債の部

流動負債

買掛金 398,450 494,760

未払金 1,013,870 1,226,992

未払費用 26,294 25,427

未払法人税等 236,563 812,790

未払消費税等 21,638 41,718

前受金 357,473 295,528

預り金 195,163 139,793

賞与引当金 95,364 34,351

役員賞与引当金 12,000 17,000

その他 78,417 83,403

流動負債合計 2,435,237 3,171,766

固定負債

退職給付引当金 145,203 132,108

役員退職慰労引当金 63,102 54,000

資産除去債務 70,003 －

長期預り保証金 1,073,267 1,009,691

固定負債合計 1,351,576 1,195,800

負債合計 3,786,814 4,367,566
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(単位：千円)

当第３四半期会計期間末
(平成23年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 735,286 735,286

資本剰余金

資本準備金 241,079 241,079

資本剰余金合計 241,079 241,079

利益剰余金

利益準備金 168,676 168,676

その他利益剰余金

別途積立金 4,140,000 4,140,000

繰越利益剰余金 4,447,474 4,122,041

利益剰余金合計 8,756,151 8,430,718

自己株式 △16,893 △16,793

株主資本合計 9,715,623 9,390,290

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 21 1,144

繰延ヘッジ損益 △16,635 △30,559

評価・換算差額等合計 △16,613 △29,414

純資産合計 9,699,009 9,360,875

負債純資産合計 13,485,823 13,728,441
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(2) 四半期損益計算書

【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

当第３四半期累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年９月30日)

売上高 14,530,121 15,315,336

売上原価 5,545,375 5,996,912

売上総利益 8,984,745 9,318,423

販売費及び一般管理費 6,642,005 7,091,627

営業利益 2,342,739 2,226,796

営業外収益

受取利息 735 581

店舗用什器売却益 31,594 40,246

その他 5,736 10,538

営業外収益合計 38,066 51,366

営業外費用

店舗設備除去損 13,713 17,312

その他 2,488 1,339

営業外費用合計 16,201 18,651

経常利益 2,364,604 2,259,511

特別利益

貸倒引当金戻入額 9,497 －

受取保険金 － 9,076

違約金収入 20,029 －

その他 5,098 1,846

特別利益合計 34,626 10,923

特別損失

固定資産廃棄損 17,127 13,758

災害損失 － 223,458

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 26,009

特別損失合計 17,127 263,226

税引前四半期純利益 2,382,102 2,007,208

法人税等 1,040,979 862,714

四半期純利益 1,341,123 1,144,494
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該当事項はありません。 

  

当社はアイスクリーム製品の製造及び販売等を行う単一セグメントのため、記載を省略しておりま

す。 

（追加情報） 

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。  

  

当社では、業容拡大に伴い新たな生産・物流拠点を建設するため、平成23年10月26日に兵庫県内に土

地を取得することが確定いたしました。 

 当該土地の面積は17,629㎡（約5,342坪）、価格は4億69百万円であります。 

 生産拠点の延床面積は約7,000㎡程度となる見込ですが、製品の品質はもとより、より環境に配慮し

た設備の建設を目指し、稼動開始目標を平成25年度春として検討しております。 

  

(3) 継続企業の前提に関する注記

(4) セグメント情報

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

(6) 重要な後発事象
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